
2003年出上の木簡

4  3

ひ

ょ
う

卜
）

つ

丘倉

・
兵

庫
津
遺
跡

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

５
　
遺
跡
の
種
類

一　
兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
西
出
町

一
Ｔ

〓
一　
兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
七
宮
町

一　
西
出
地
区
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
九
月
―

一
一
月

一
一　
七
宮
地
区
第
二
次
確
認
調
査
　
一
九
九
七
年

一
二
月

〓
一　
七
宮
地
区
全
面
調
査
　
一
九
九
八
年
六
月

兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

一　
岡
崎
正
雄
、
二
　
水
口
富
夫

〓
一　
小
川
良
太

・
水
口
富
夫

・
深
江
英
憲

集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

兵
庫
津
は
現
在
の
神
戸
港
の

前
身
に
あ
た
り
、
遺
跡
は
神
戸

廟

市
兵
庫
区
、
旧
湊
川
河
日
の
砂

須

堆
上
に
位
置
す
る
。
奈
良
時
代

炉
　
に
大
輪
田
泊
と
呼
ば
れ
、
平
安

時
代
末
期
に
は
平
清
盛
に
よ
り

日
未
貿
易
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
、
瀬

戸
内
航
路
の
中
継
基
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
兵
庫
津
よ
り
東
の
諸
港
は
大

河
川
の
河
口
に
位
置
し
て
お
り
、
水
深
が
浅
く
大
船
の
寄
港
に
は
不
向
き
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
兵
庫
津
は
大
型
船
の
終
着
点
と
し
て
、
尼
崎
や
神
崎
川

・
淀
川

に
向
け
て
航
行
す
る
小
型
船
に
積
み
替
え
る
場
所
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
「兵
庫

津
元
禄
絵
図
」
「岡
方
文
書
」
な
ど
の
近
世
の
絵
図
が
残

っ
て
お
り
、
港
町
の

町
割
り
や
港
湾
施
設
な
ど
の
詳
細
な
情
報
が
知
ら
れ
、
近
世
の
兵
庫
津
の
研
究

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

兵
庫
津
遺
跡
は
、　
一
九
八
八
年
度
の
大
手
前
女
子
大
学
に
よ
る
調
査
に
始
ま

り
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

に
二
〇
次
を
超
え
る
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
報
告
す
る
の
は
、
国

道
二
号
線
の
共
同
溝
整
備
事
業
に
伴
う
調
査
で
あ
り
、
交
通
量
の
多
い
幹
線
道

路
で
あ
る
現
国
道
下
を
調
査
し
た
。　
一
部
、
震
災
復
興
調
査
と
し
て
実
施
さ
れ
、

他
府
県
よ
り
派
遣
さ
れ
た
支
援
職
員
も
加
わ
っ
て
の
調
査
と
な
っ
た
。

木
簡
は
、
西
出
地
区
か
ら

一
点

（付
札
）、
七
宮
地
区
の
東
調
査
区
か
ら
用

途
不
明
墨
書
木
製
品

一
点
、
西
地
区
か
ら
墨
書
木
札
五
点
、
あ
わ
せ
て
七
点
が

出
土
し
た
。

西
出
地
区

（Ｉ
十
五
区
）
で
木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
、
最
下
層
面
の
池
状

遺
構
Ｓ
Ｘ
Ｏ
二
で
あ
る
。
Ｓ
Ｘ
Ｏ
二
は
、
検
出
延
長
東
西
四

・
五
ｍ
南
北
三

・

六
ｍ
で
お
そ
ら
く
楕
円
形
を
呈
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
検
出
面
か
ら
の
深
さ

は
約

一
皿
で
あ
る
。
南
側
の
護
岸
材
に
は
、
和
船
材

（舷
側
）
を
転
用
し
て
い



る
。
遺
構
の
最
下
層
に
沈
殿
し
た
木
質
層
と
そ
の
上
の
砂
層
中
か
ら
、
漆
器

椀

・
箸

・
下
駄
な
ど
の
大
量
の
木
製
品
、
肥
前
陶
磁
器
類

・
丹
波
焼

・
漁
具

（蛤
壺

・
土
錘
）

。
輔
の
羽
日
が
共
伴
し
た
。
時
代
は
江
戸
時
代
で
あ
る
。

七
宮
地
区
の
東
地
区
で
は
、
新
旧
の
石
垣
と
入
江
側
の
調
査
を
行
な
っ
て
い

る
。
花
尚
岩
の
新
石
垣
の
時
期
は
、　
一
九
世
紀
前
半
以
降
で
、
そ
れ
に
伴
う
入

江
内
か
ら
、
陶
磁
器
、
銅
貨
と
と
も
に
木
製
品
が
出
土
し
、
そ
の
中
に

一
点
、

墨
書
の
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

七
宮
地
区
の
西
地
区
で
は
、
石
垣
と
裏
込
め
、
入
り
江
内
の
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
石
垣
は
上
下
で
石
積
み
が
異
な
っ
て
お
り
、
石
垣
の
下
三
段
分
に
堆

積
し
た
砂
層
か
ら
、
箸

・
杓
子

・
桶
材

・
飲
み
口

・
栓

・
山
物

・
箱
材
な
ど
と

と
も
に
墨
書
木
札
が
五
点
出
土
し
た
。
こ
れ
よ
り
上
は
埋
土
で
、
陶
磁
器
類
や

真
鍮
製
煙
管
、
硯
な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
の
各
種
の
遺
物
が
大
量
に

出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
西
出
地
区

①
　
。

「
＜
□

。　　
「
／く＼［日〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＰＯ∞）
〉（∞μ〉〈〇
　
〇∞Φ

表
裏
に
墨
書
が
残
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。

七
宮
地
区

（全
面
調
査
）

。「＜当納
粗差郊
納
口□」

。「＜□
□
□
□
剛
剛
剛
□
」

滓
］
『
×

Ю
■

伽
×

卜
　

ｏ
∞
∞

一
一　
七
宮
地
区

（第
二
次
確
認
調
査
）

〔支
力
〕

「
□
□
□
□

②

　

「田
中
利
左
衛
門
」
　
　
　
　
　
　
　
μ罫
巽
（黎
いて
謡

ｏ留

ω
　
。
「
□
□

」

名
口
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］ｏ叉
（］∞Ｘ
］
儲
μ

⑤
　
・
「□
□
□
□
回
□
」

。
「　　　　日］
　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］頓
〉〈ｏ〕
×
ω
　
ｏＰＰ

ω
は
、
北
播
磨
の
内
陸
部
に
あ
る
加
東
郡
上
三
草
村
の

「安
右
□
□
」
が
米

を
納
め
た
事
を
記
し
た
付
札
と
考
え
ら
れ
る
。
加
古
川
水
系
を
舟
運
に
よ
り
河

口
ま
で
運
び
、
さ
ら
に
兵
庫
津
ま
で
米
を
通
ん
だ
こ
と
を
示
す
興
味
深
い
史
料

（
］
や
『
）
×
［
∞
×
『
　
ｏ
ら
い

〔
釣
道

具
力
〕

「□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰΦ叉
（こ
登

ｏ驚



2003年出土の木簡

一

‐

囲

ｏ

十　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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Ⅷ

剛

剛

一
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Ｎ
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で
あ
る
。
②
は
左
側
辺
が
剖
離
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ω
２
下
端
に
は
横

方
向
の
圧
痕
が
あ
る
。
①
は
判
読
不
能
で
あ
る
が
、
横
方
向
に
文
字
が
書
か
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
の
釈
読
に
際
し
て
は
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
の
小
来
栖
健
治
氏
、
松

井
良
祐
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

『兵
庫
津
遺
跡
Ｉ

（西
出
地

区
の
調
査
産

（兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
二
四
三
、
二
〇
〇
二
年
）

同

『兵
庫
津
遺
跡
Ⅱ

（浜
崎

・
七
宮
地
区
の
調
査
送

（兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告

二
七
〇
、
三
〇
〇
四
年
）

（菱
田
淳
子
）

堺
市
教
育
委
員
会

『史
跡
土
塔
―
文
字
瓦
衆
成
―
』

の
刊
行

大
阪
府
堺
市
に
あ
る

「土
塔
」
は
、
神
亀
四
年

（七
一
一七
）
に
行
基
が

建
立
し
た
大
野
寺
に
あ
る
上
で
築
い
た
仏
塔
で
あ
る
。
こ
の
た
び
発
掘
調

査
で
出
土
し
た
文
字
瓦
に
、
全
国
各
地
で
所
有

・
保
管
さ
れ
て
い
る
文
字

瓦
を
加
え
た

一
二
〇
〇
点
余
り
の
釈
文
を
収
録
し
た
報
告
書
が
刊
行
さ
れ

た
。
土
塔
の
文
字
瓦
を
飛
成
し
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
考
察
に

は
網
干
善
教
、
森
郁
夫
、
東
野
治
之
、
近
藤
康
司
、
岩
宮
未
地
子
の
各
氏

の
論
考
を
掲
載
す
る
。
行
基
の
活
動
を
直
接
的
に
う
か
が
う
こ
と
の
で
き

る
文
字
資
料
と
し
て
価
値
は
高
い
。

Ａ
４
判

一
九

一
頁
　
一
一〇
〇
四
年
三
月
刊
　
頒
価
四
人
七
〇
円

頒
布
連
絡
先

堺
市
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

電
話
〇
七
二

（
三
二
人
）
七
四
三
九

（郵
送
取
扱
あ
り
）

堺
市
博
物
館

電
話
〇
七
二

（二
四
五
）
六
二
〇

一
（直
接
販
売
の
み
）




